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国
木
田
独
歩
と
『
聊
斎
志
異
』

―
「
竹
青
」
と
「
王
桂
庵
」
を
中
心
に

―

陳

潮
涯

は
じ
め
に

先
行
研
究
（

）

に
よ
れ
ば
、
明
治
以
後
の
日
本
で
最
初
に
『
聊
斎
志

1

異
』
を
現
代
日
本
語
に
翻
訳
し
た
の
は
国
木
田
独
歩
で
あ
っ
た
。
彼
は

一
九
〇
三
年
の
三
月
、
矢
野
龍
渓
の
招
聘
を
受
け
て
『
東
洋
画
報
』

（
後
に
『
近
事
画
報
』
と
改
題
す
る
）
の
編
集
長
に
着
任
し
、
同
年
の

五
月
に
「
黒
衣
仙
」
（
原
題
「
竹
青
」
）
と
「
船
の
少
女

上
」
（
原
題

「
王
桂
庵
」）
を
、
同
年
六
月
に
は
「
船
の
少
女

中
・
下
」
を
同
年

七
月
に
は
「
石
清
虚
」（
原
題
「
石
清
虚
」
）
、
同
年
九
月
に
は
「
姉
と

妹
」（
原
題
「
胡
四
娘
」）
を
、
同
誌
で
立
て
続
け
に
発
表
し
た
。
さ
ら

に
、
そ
の
三
年
後
の
一
九
〇
六
年
、
独
歩
が
編
集
に
加
わ
っ
た
『
支
那

奇
談
集
』（

）

が
刊
行
さ
れ
、
先
述
し
た
四
篇
の
翻
訳
と
と
も
に
総
計

2

五
十
四
篇
の
『
聊
斎
志
異
』
訳
を
収
録
し
た
同
書
は
、
本
格
的
な
『
聊

斎
志
異
』
の
訳
書
で
あ
る
柴
田
天
馬
の
『
和
訳
聊
斎
志
異
』（
玄
文
社
、

一
九
一
九
年
）
が
出
る
以
前
に
お
い
て
、
『
聊
斎
志
異
』
を
最
も
多
く

の
話
数
収
録
し
た
翻
訳
小
説
集
に
あ
た
る
。
ゆ
え
に
、
独
歩
は
『
聊
斎

志
異
』
の
近
代
日
本
受
容
と
非
常
に
深
く
関
わ
っ
た
文
学
者
で
あ
る
と

思
わ
れ
る
。

『
聊
斎
志
異
』
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
版
本
が
あ
り
、
各
版
本
は
、
題
名

や
文
章
、
さ
ら
に
は
収
録
さ
れ
る
話
に
お
い
て
も
異
な
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
『
聊
斎
志
異
』
の
版
本
研
究
は
、
ど
の
版
本
が
蒲
松
齢
の
原
文

に
近
い
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
考
証
を
重
ね
て
き
た
が
、
そ
の
中
で

ど
の
版
本
が
海
外
に
受
容
さ
れ
た
か
と
い
う
問
題
に
は
あ
ま
り
触
れ
て

い
な
い
た
め
、
『
聊
斎
志
異
』
の
海
外
受
容
の
面
で
各
版
本
の
も
つ
影

響
と
価
値
が
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
先
行
研
究
（

）

に
お
い
て
は
、

3

初
め
て
江
戸
に
伝
わ
っ
て
き
た
の
は
「
青
柯
亭
本
」（

）
（
以
下
「
青

4

本
」
と
表
記
）
と
さ
れ
て
き
た
。「
青
本
」
を
底
本
と
し
て
、
江
戸
後

期
か
ら
『
聊
斎
志
異
』
の
翻
案
と
翻
訳
（

）

は
次
々
現
れ
た
。
し
か
し
、

5

詳
し
く
は
後
述
す
る
も
の
の
、
独
歩
が
最
初
に
『
聊
斎
志
異
』
を
翻
訳

し
た
、
即
ち
、
「
竹
青
」
と
「
王
桂
庵
」
を
翻
訳
し
た
際
に
は
、
恐
ら

く
王
金
範
刻
本
（

）
（
以
下
「
王
本
」
と
表
記
）
が
底
本
と
さ
れ
て
い

6

る
。
「
竹
青
」
と
「
王
桂
庵
」
の
翻
訳
作
業
を
終
え
た
後
、
彼
は
「
青
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本
」
系
統
の
『
聊
斎
志
異
』
を
入
手
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
〇
三
年
七

月
の
「
石
清
虚
」
の
翻
訳
か
ら
一
九
〇
六
年
の
『
支
那
奇
談
集
』
の
刊

行
に
至
る
ま
で
の
期
間
に
独
歩
が
底
本
と
し
た
の
は
、「
青
本
」
系
統

だ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
要
す
る
に
、
独
歩
は
二
つ
の
版
本
を
用
い
た

の
で
あ
る
。

本
稿
は
、
「
竹
青
」
と
「
王
桂
庵
」
を
独
歩
訳
と
比
較
し
、
独
歩
が
所

持
し
た
版
本
の
問
題
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
独
歩
訳
の
特
徴
な

ら
び
に
独
歩
の
『
聊
斎
志
異
』
に
対
す
る
理
解
の
深
度
を
論
証
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
あ
る
。

本
稿
に
所
引
の
「
舟
の
少
女
」
「
黒
衣
仙
」
は
関
西
大
学
総
合
図
書

館
所
蔵
『
東
洋
画
報
』（
近
事
画
報
社
、
一
九
〇
三
年
）
、「
王
本
」
の

引
用
は
『
王
刻
聊
斎
志
異
校
注
』
（
斎
魯
書
社
、
一
九
八
八
年
）
、
「
青

本
」
の
引
用
は
『
詳
注
聊
斎
志
異
図
咏
』
（
同
文
書
局
、
一
八
八
八

年
）
を
底
本
と
し
た
。

一

独
歩
が
用
い
た
底
本

趙
起
杲
が
一
七
六
六
年
に
刊
行
し
た
「
青
本
」
は
、
現
存
す
る
『
聊

斎
志
異
』
の
刻
本
中
も
っ
と
も
早
期
の
も
の
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
そ
の

後
何
度
も
重
刻
さ
れ
、
な
お
か
つ
後
代
に
出
版
さ
れ
た
さ
ま
ざ
ま
な
注

釈
本
、
図
本
の
底
本
に
も
な
っ
て
い
る
た
め
、『
聊
斎
志
異
』
の
諸
版

本
中
最
も
重
要
か
つ
最
も
流
布
し
た
版
本
で
あ
る
と
い
え
る
。
「
青

本
」
を
通
じ
て
、
『
聊
斎
志
異
』
は
民
衆
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、

そ
の
影
響
力
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
ま
で
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
（

）
。
藤
田

7

祐
賢
の
前
掲
論
文
は
国
木
田
独
歩
の
翻
訳
に
言
及
し
て
い
る
も
の
の
、

独
歩
が
い
か
な
る
版
本
を
使
用
し
た
か
に
つ
い
て
は
問
題
に
し
な
か
っ

た
。
ま
た
、
後
に
山
田
博
光
が
「
聊
斎
志
異
と
日
本
近
代
文
学
」（

）
8

を
発
表
し
、
黒
岩
比
佐
子
が
『
編
集
者
国
木
田
独
歩
の
時
代
』（

）

を

9

発
表
し
て
独
歩
訳
の
『
聊
斎
志
異
』
を
論
じ
た
。
が
、
こ
れ
ら
の
先
行

研
究
は
独
歩
が
使
っ
た
『
聊
斎
志
異
』
の
版
本
の
問
題
に
全
く
触
れ
な

い
ま
ま
論
を
展
開
し
て
お
り
、
恐
ら
く
独
歩
が
他
の
翻
訳
者
と
同
様
、

「
青
本
」
系
統
の
何
か
を
底
本
と
し
た
と
想
定
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

黒
岩
比
佐
子
の
考
察
（

）

に
よ
れ
ば
、
矢
野
龍
渓
は
清
国
特
命
全
権

10

公
使
と
し
て
中
国
滞
在
し
て
い
た
一
八
九
七
年
か
ら
一
八
九
九
年
の
間

に
『
聊
斎
志
異
』
の
版
本
を
手
に
入
れ
、
帰
朝
後
そ
れ
を
独
歩
に
譲
り
、

独
歩
は
、
矢
野
龍
渓
に
感
化
さ
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
『
聊
斎
志

異
』
の
翻
訳
に
着
手
し
た
と
い
う
。
黒
岩
比
佐
子
の
こ
の
考
証
が
正
し

け
れ
ば
、
独
歩
が
使
っ
た
『
聊
斎
志
異
』
は
、
必
ず
し
も
当
時
日
本
で

流
行
し
て
い
た
「
青
本
」
系
統
に
属
す
る
も
の
で
は
な
い
。

矢
野
龍
渓
が
滞
在
し
た
時
期
、
中
国
に
は
「
青
本
」
系
以
外
に
も
う

一
つ
『
聊
斎
志
異
』
の
刻
本
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
王
金
範
が
一
七
六

七
年
に
版
刻
さ
せ
た
「
王
本
」
で
あ
る
。
「
王
本
」
で
は
、
そ
の
序
文

で
次
の
よ
う
な
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

辛
巳
春
，
餘
給
事
曆
亭
，
同
姓
約
軒
，
假
得
曽
氏
家
藏
抄
本
；
公

退
之
餘
，
乃
擇
其
可
觀
者
刪
繁
就
簡
，
分
門
別
類
，
手
抄
而
點
竄

之
，
幾
閱
寒
暑
，
始
得
成
帙
。
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「
拙
訳
」
：
康
煕
辛
巳
二
十
六
年
（
一
七
六
一
年
、
筆
者
注
）
の

春
、
余
の
給
事
歴
亭
・
同
姓
の
約
軒
、
曾
氏
家
蔵
の
鈔
本
を
仮
り

得
た
り
。
公
退
の
余
、
こ
こ
に
そ
の
観
る
べ
き
も
の
を
択
び
、
繁

を
刪
り
簡
に
就
き
、
門
を
分
か
ち
類
を
別
け
て
、
手
鈔
し
て
こ
れ

を
点
竄
し
、
幾
た
び
か
寒
暑
を
閲
し
、
始
め
て
秩
を
な
す
を
得
た

り
。

王
金
範
は
こ
の
よ
う
に
、
一
七
六
一
年
に
「
曾
氏
家
蔵
の
鈔
本
」
を

入
手
し
、
そ
の
「
鈔
本
」
か
ら
作
品
を
取
捨
選
択
し
て
、
さ
ら
に
「
刪

繁
就
簡
」
の
手
を
加
え
、「
分
門
別
類
」
し
て
上
梓
し
た
と
い
う
。「
王

本
」
は
、
そ
の
刊
行
の
前
年
に
「
青
本
」
が
す
で
に
上
梓
さ
れ
た
こ
と

を
知
ら
ず
、
自
ら
が
『
聊
斎
志
異
』
最
初
の
刻
本
で
あ
る
と
信
じ
て
出

版
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
「
王
本
」
は
「
青
本
」
系
と
は

全
く
無
関
係
の
、
独
立
し
た
版
本
で
あ
る
と
い
え
る
。「
王
本
」
は
全

十
八
巻
、
二
百
六
十
七
編
の
物
語
し
か
収
録
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
全

書
を
「
孝
」「
勇
」「
智
」「
貞
」「
義
」
等
の
二
十
五
の
主
題
に
分
類
し

て
お
り
、
個
々
の
小
説
の
配
列
は
通
行
本
（
な
い
し
「
青
本
」）
と
全

く
異
な
っ
て
い
る
。
儒
教
道
徳
に
背
く
文
章
を
削
除
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
「
王
本
」
は
蒲
松
齢
の
原
典
に
忠
実
で
あ
る
こ
と
を
目
指
し
た
他

の
版
本
と
は
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
性
格
を
持
っ
た
版
本
で
あ
る
。
「
王

本
」
は
二
回
し
か
重
刻
さ
れ
ず
（

）
、
一
部
の
地
域
で
一
時
的
に
販
売

11

さ
れ
、
当
時
一
種
の
稀
購
本
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
唐
船
に
よ

っ
て
日
本
に
輸
入
さ
れ
た
可
能
性
は
低
い
。
し
か
し
、
光
緒
年
間(

一

八
七
五
―
一
九
〇
八
）
に
「
王
本
」
の
複
刻
本
が
出
版
さ
れ
た
頃
、
矢

野
龍
渓
は
中
国
に
滞
在
し
て
お
り
、
ゆ
え
に
中
国
で
「
王
本
」
を
手
に

入
れ
た
可
能
性
も
あ
る
。
そ
し
て
、
黒
岩
比
佐
子
（

）

が
考
察
し
た
よ

12

う
に
、
こ
の
版
本
の
『
聊
斎
志
異
』
は
彼
を
通
じ
て
国
木
田
独
歩
の
元

に
も
た
ら
さ
れ
た
。

で
は
次
に
、
一
九
〇
三
年
五
月
に
『
東
洋
画
報
』
へ
掲
載
さ
れ
た

「
黒
衣
仙
」
と
「
舟
の
少
女
」
の
訳
文
を
見
る
こ
と
に
よ
り
、
国
木
田

独
歩
の
手
元
に
「
王
本
」
が
あ
っ
た
こ
と
を
検
証
し
て
み
た
い
。
「
黒

衣
仙
」
が
「
王
本
」
の
「
竹
青
」
を
翻
訳
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、

次
の
三
点
に
よ
っ
て
検
証
し
得
る
。

（
一
）
「
王
本
」
が
独
自
に
削
除
し
た
と
思
わ
れ
る
字
句
は
独
歩
の
訳

文
に
も
な
い
。

（
二
）
「
王
本
」
と
「
青
本
」
に
字
句
の
異
同
が
あ
る
場
合
、
独
歩
の

訳
文
は
お
お
む
ね
「
王
本
」
に
し
た
が
っ
て
い
る
。

（
三
）
「
青
本
」
に
な
く
「
王
本
」
に
あ
る
字
句
は
、
独
歩
の
訳
文
に

も
あ
る
。

こ
の
三
点
に
し
た
が
っ
て
、
具
体
例
を
「
独
歩
訳
」「
王
本
」「
青
本
」

の
順
に
示
し
て
み
よ
う
。

（
一
）
①
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「
独
歩
訳
」
：
昔
は
支
那
の
国
、
湖
南
と
い
う
所
に
魚
生
と
い
う

青
年
が
居
た
。

「
王
本
」：
湖
南
魚
生
。

「
拙
訳
」：
魚
生
は
湖
南
省
の
人
で
あ
る
。

「
青
本
」：
魚
容
，
湖
南
人
。
談
者
忘
其
郡
邑
。
家
綦
貧
。

「
拙
訳
」
：
魚
容
は
湖
南
省
の
人
で
あ
る
。
ど
こ
の
郡
邑
か
は
、

談
者
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
家
は
貧
し
か
っ
た

（
一
）
②

「
独
歩
訳
」
：
金
は
な
く
な
る
、
食
物
は
な
し
、
宿
屋
に
は
無
論

泊
ま
る
こ
と
も
出
来
ず
、
殆
ど
閉
口
し
て
し
ま
っ
た
。

「
王
本
」：
資
斧
乏
絕
。
餓
甚
。

「
拙
訳
」
：
旅
費
が
な
く
な
り
、
腹
が
減
っ
て
堪
ら
な
か
っ
た
。

「
青
本
」：
資
斧
斷
絕
，
羞
於
行
乞
。
餓
甚
。

「
拙
訳
」
：
旅
費
が
な
く
な
っ
た
が
、
恥
ず
か
し
く
て
乞
食
も
し

な
か
っ
た
。
腹
が
減
っ
て
堪
ら
な
か
っ
た
。

（
一
）
③

「
独
歩
訳
」
：
眼
が
醒
め
て
見
る
と
、
竹
青
は
既
に
起
き
て
立
派

な
座
敷
に
座
っ
て
い
て
燭
燈
煌
ヶ
し
く
照
ら
し
て
い
る
。

「
王
本
」：
寢
初
醒
，
則
女
已
起
。
見
高
堂
中
巨
燭
螢
煌
。

「
拙
訳
」
：
目
が
覚
め
た
ら
、
女
は
既
に
起
き
た
。
立
派
な
部
屋

に
は
蝋
燭
は
輝
か
し
く
照
ら
し
て
い
っ
た
。

「
青
本
」
：
寢
初
醒
，
則
女
已
起
。
開
目
見
高
堂
中
巨
燭
螢
煌
，

竟
非
舟
中
。

「
拙
訳
」
：
目
が
覚
め
た
ら
、
女
は
既
に
起
き
た
。
立
派
な
部
屋

に
は
蝋
燭
は
輝
か
し
く
照
ら
し
て
い
た
。
自
分
が
も
は
や
舟
の
中

に
い
な
か
っ
た
と
悟
っ
た
。

（
一
）
④

「
独
歩
訳
」
：
舟
子
も
奴
僕
も
見
て
喫
驚
し
た
。
魚
生
も
驚
い
て

開
い
た
口
が
塞
が
ら
な
い
。

「
王
本
」：
舟
人
及
僕
，
相
視
大
駭
。
生
亦
悵
然
自
驚
。

「
拙
訳
」
：
舟
子
と
奴
僕
た
ち
は
見
て
大
い
に
驚
い
た
。
魚
生
自

身
も
驚
い
た
。

「
青
本
」
：
舟
人
及
僕
俱
在
，
相
視
大
駭
。
詰
其
所
往
。
生
故
悵

然
自
驚
。

「
拙
訳
」
：
舟
子
と
奴
僕
た
ち
は
見
て
大
い
に
驚
き
、
魚
が
何
処

に
い
っ
た
か
聞
い
た
。
魚
は
わ
ざ
と
自
分
も
驚
い
た
様
子
を
見
せ

て
ご
ま
か
し
た
。

以
上
（
一
）
①
か
ら
（
一
）
④
は
、
「
青
本
」
の
文
字
数
が
「
王

本
」
よ
り
多
く
、
多
い
部
分
に
該
当
す
る
訳
文
が
「
独
歩
訳
」
に
は
な

い
こ
と
に
注
意
さ
れ
た
い
。
例
え
ば
、
（
一
）
①
に
お
い
て
独
歩
は
、

主
人
公
の
名
「
魚
容
」
を
「
魚
生
」
と
簡
略
化
し
て
翻
訳
し
て
お
り
、

「
青
本
」
に
あ
る
「
談
者
忘
其
郡
邑
、
家
綦
貧
（
ど
こ
の
郡
邑
か
は
、

談
者
は
忘
れ
て
し
ま
っ
た
。
家
は
貧
し
か
っ
た
）
」
の
部
分
も
訳
出
し

な
い
。
独
歩
の
訳
文
は
「
王
本
」
の
「
湖
南
魚
生
」
（
湖
南
省
、
魚
生

と
い
う
人
）
と
一
致
し
て
お
り
、
独
歩
独
自
の
判
断
と
い
う
よ
り
、



- 5 -

「
王
本
」
に
従
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

つ
づ
い
て
（
二
）
の
「
王
本
」
と
「
青
本
」
と
に
字
句
の
異
同
が
あ

る
場
合
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

（
二
）
①

「
独
歩
訳
」
：
其
処
で
舟
子
達
に
も
十
分
の
礼
を
や
っ
て
無
事
に

故
郷
へ
と
帰
り
着
い
た
。

「
王
本
」：
抵
家
厚
酬
舟
人
而
去
。

「
拙
訳
」：
家
に
着
い
た
後
舟
子
に
多
く
報
い
て
去
っ
た
。

「
青
本
」：
於
是
南
發
達
岸
，
厚
酬
舟
人
而
去
。

「
拙
訳
」
：
そ
し
て
南
へ
向
っ
て
出
発
し
て
岸
に
着
い
た
。
舟
子

に
多
く
報
い
て
去
っ
た
。

（
二
）
②

「
独
歩
訳
」
：
魚
生
は
宅
に
居
て
二
三
ヶ
月
経
つ
と
忽
ち
漢
江
を

思
い
竹
青
が
恋
し
く
な
っ
た
。

「
王
本
」：
歸
家
数
月
，
忽
憶
漢
水
。

「
拙
訳
」：
家
に
帰
っ
て
数
月
後
、
漢
水
の
こ
と
を
忽
ち
思
っ
た
。

「
青
本
」：
歸
家
数
月
，
苦
憶
漢
水
。

「
拙
訳
」
：
家
に
帰
っ
て
数
月
後
、
漢
水
の
こ
と
を
苦
し
く
思
っ

た
。

（
二
）
③

「
独
歩
訳
」
：
果
た
し
て
赤
ん
坊
が
生
ま
れ
た
が
胞
衣
が
厚
く
身

体
を
裏
ん
で
い
る
。

「
王
本
」：
果
產
，
胞
衣
厚
裹
。

「
拙
訳
」
：
果
た
し
て
生
ん
で
、
胞
衣
が
厚
く
赤
ん
ぼ
を
裏
ん
で

い
る
。

「
青
本
」：
果
產
，
胎
衣
厚
裹
。

「
拙
訳
」
：
果
た
し
て
生
ん
で
、
胎
衣
が
厚
く
赤
ん
ぼ
を
裏
ん
で

い
る
。

（
二
）
①
に
つ
い
て
は
、
独
歩
訳
に
い
う
「
故
郷
へ
と
帰
り
着
い

た
」
が
「
青
本
」
の
「
南
發
達
岸
」
（
南
へ
出
発
し
て
岸
に
到
達
）
よ

り
は
「
王
本
」
の
「
抵
家
」
（
家
に
到
達
）
に
近
い
も
の
で
あ
る
こ
と

は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
（
二
）
②
に
い
う
「
忽
憶
」
と
「
苦
憶
」、

（
二
）
③
に
い
う
「
胞
衣
」
と
「
胎
衣
」
は
、
と
も
に
た
っ
た
一
字
の

差
違
に
他
な
ら
な
い
が
、
独
歩
訳
が
い
ず
れ
の
場
合
も
「
王
本
」
の
文

字
を
用
い
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

つ
づ
い
て
（
三
）
の
「
王
本
」
に
字
句
が
「
青
本
」
よ
り
多
い
場
合

に
つ
い
て
、
独
歩
は
「
王
本
」
に
従
っ
て
い
る
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

（
三
）
①

「
独
歩
訳
」
：
其
処
で
舟
子
は
船
を
出
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
こ

れ
は
ま
た
、
船
が
砂
に
坐
っ
て
動
か
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ

の
ま
ま
船
を
守
っ
て
二
月
余
り
泊
ま
っ
て
い
た
。

「
王
本
」：
舟
人
欲
他
適
，
沙
積
膠
舟
，
纜
不
能
解
，
遂
共
守
之
。

「
拙
訳
」
：
舟
子
は
他
の
と
こ
ろ
へ
行
こ
う
と
思
っ
た
が
、
舟
が



- 6 -

砂
に
陥
没
し
た
よ
う
に
動
け
ず
、
纜
も
解
け
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に

皆
は
一
緒
に
舟
を
守
っ
て
い
た
。

「
青
本
」：
舟
人
欲
他
適
，
而
纜
結
不
解
，
遂
共
守
之
。

「
拙
訳
」
：
舟
人
は
他
の
と
こ
ろ
へ
行
こ
う
と
思
っ
た
が
、
纜
を

解
け
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
皆
は
一
緒
に
舟
を
守
っ
て
い
た
。

（
三
）
②

「
独
歩
訳
」
：
其
の
後
三
年
目
に
魚
生
は
再
び
都
へ
と
試
験
を
受

け
に
出
向
い
た
。
途
中
で
先
の
水
神
廟
に
詣
で

「
王
本
」：
後
三
年
赴
試
，
仍
過
故
所
，
謁
吳
王
。

「
拙
訳
」
：
三
年
後
、
魚
は
再
び
試
験
を
受
け
に
出
か
け
て
、
ま

た
例
の
呉
王
廟
に
経
過
し
て
参
拝
し
た
。

「
青
本
」：
後
三
年
，
仍
過
故
所
，
謁
吳
王
。

「
拙
訳
」
：
三
年
後
、
魚
は
ま
た
例
の
呉
王
廟
に
経
過
し
て
参
拝

し
た
。

二
例
に
お
い
て
も
、
「
青
本
」
に
は
な
い
が
、
「
王
本
」
に
は
あ
る

「
沙
積
膠
舟
」
と
「
赴
試
」
の
文
章
に
つ
い
て
、
独
歩
訳
に
は
対
応
す

る
訳
文
が
見
ら
れ
る
。
ゆ
え
に
こ
の
二
例
は
独
歩
が
「
王
本
」
を
底
本

に
し
た
決
定
的
な
証
拠
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

他
の
例
は
割
愛
す
る
が
、（
一
）（
二
）（
三
）
が
示
す
よ
う
に
、「
青

本
」
と
「
王
本
」
の
字
句
が
異
な
る
場
合
、
独
歩
訳
は
全
て
「
王
本
」

の
異
文
に
従
っ
て
加
筆
修
正
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
検
証
し
た
個
々
の

例
は
、
あ
る
言
い
方
を
す
れ
ば
、
筆
の
勢
い
に
よ
る
偶
然
に
過
ぎ
な
い

と
い
う
可
能
性
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
「
王
本
」
の
文
章
と
偶
然

に
一
致
す
る
部
分
が
九
例
以
上
も
重
な
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
。
ゆ
え

に
、
独
歩
が
使
用
し
た
底
本
が
「
王
本
」
だ
っ
た
こ
と
は
ほ
ぼ
間
違
い

な
い
と
思
わ
れ
る
。

ま
た
、
一
九
〇
三
年
五
月
の
『
東
洋
画
報
』
で
「
黒
衣
仙
」
と
と
も

に
発
表
さ
れ
た
「
舟
の
少
女
」
も
恐
ら
く
「
王
本
」
所
収
の
「
王
桂

庵
」
を
底
本
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
だ
と
推
測
さ
れ
る
。
「
舟
の
少
女
」

は
意
訳
・
省
略
が
多
い
た
め
、
底
本
の
検
証
は
困
難
で
あ
る
が
、
次
の

一
例
な
ど
は
、
「
舟
の
少
女
」
も
「
王
本
」
所
収
「
王
桂
庵
」
を
底
本

に
し
た
こ
と
を
証
し
得
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

「
独
歩
訳
」
：
早
速
準
備
を
整
え
て
少
女
の
家
を
訪
ね
、
父
な
る

江
籬
に
遇
っ
た
、
見
る
と
例
の
舟
子
で
あ
る
。

「
王
本
」：
罷
筵
早
返
，
謁
江
蘺
。
既
見
，
始
知
即
榜
人
也
。

「
青
本
」：
罷
筵
早
返
，
謁
江
蘺
。

こ
こ
に
い
う
「
江
蘺
」
と
は
主
人
公
の
少
女
の
父
の
名
で
あ
る
が
、

「
青
本
」
は
「
江
蘺
」
の
名
の
後
に
何
の
説
明
も
加
え
な
い
の
に
対
し
、

「
王
本
」
は
「
既
見
、
始
知
即
榜
人
也
」
（
彼
を
見
る
と
、
例
の
舟
子

で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
）
の
一
文
を
置
い
て
い
る
。
独
歩
訳
は
こ
の

一
文
と
対
応
す
る
訳
文
が
あ
る
た
め
、
そ
の
底
本
は
や
は
り
「
王
本
」

だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
「
黒
衣
仙
」
「
舟
の
少
女
」
は
、
一
九
〇
六
年
に
独
歩
も



- 7 -

編
集
に
加
わ
っ
て
編
纂
さ
れ
た
『
支
那
奇
談
集
』
（
近
事
画
報
社
、
敬

業
社
刊
行
）
に
、
後
に
『
東
洋
画
報
』
へ
掲
載
さ
れ
た
「
石
清
虚
」

「
姉
と
妹
」（
原
題
「
胡
四
娘
」）
と
と
も
に
、
加
筆
修
正
な
く
収
録
さ

れ
た
。
こ
の
『
支
那
奇
談
集
』
は
、
独
歩
訳
の
四
編
を
含
め
、
総
計
五

十
四
編
の
『
聊
斎
志
異
』
訳
を
収
録
し
た
（
他
に
『
子
不
語
』
か
ら
の

翻
訳
を
収
録
し
て
い
る
）
。
同
書
は
彩
色
付
き
で
大
判
の
挿
絵
も
挿
入

し
た
豪
華
版
で
、
そ
の
後
の
日
本
に
お
け
る
大
衆
的
な
『
聊
斎
志
異
』

人
気
を
決
定
づ
け
た
重
要
な
出
版
物
に
あ
た
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
中

で
「
黒
衣
仙
」
は
巻
頭
の
第
一
集
第
一
篇
と
し
て
、
美
し
く
彩
色
さ
れ

た
大
判
の
挿
絵
と
と
も
に
掲
載
さ
れ
た
。
図
一
が
そ
の
挿
絵
で
あ
る
。

「
図
一
」
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

h
t
t
p
:
/
/
d
l
/
n
d
l
.
g
o
.
j
p
/
i
n
f
o
:
n
d
l
j
p/
p
i
d
/1
8
7
2
5
5
1

（
二
〇
一
七
年
十
一
月

二
十
二
日
）
に
拠
る
。

こ
の
挿
絵
に
は
、
主
人
公
魚
生
が
眠
る
姿
（
図
像
手
前
）
、
案
頭
に

坐
す
呉
王
廟
神
（
図
像
奥
）
、
ま
た
、
そ
の
中
間
に
、
黒
衣
が
掛
け
ら

れ
る
魚
生
が
描
か
れ
る
。
こ
の
挿
絵
は
図
二
を
描
き
か
え
た
も
の
だ
と

思
わ
れ
る
。

「
図
二
」『
詳
注
聊
斎
志
異
図
詠
』（
同
文
書
局
、
一
八
八
六
年
）
に
拠
る

図
二
は
、
一
八
八
六
年
に
中
国
同
文
書
局
に
よ
っ
て
出
版
し
た
『
詳

注
聊
斎
志
異
図
詠
』
で
「
竹
青
」
に
付
さ
れ
た
挿
絵
で
あ
る
。
両
者
を

並
べ
て
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
『
支
那
奇
談
集
』
の
挿
絵
は
『
詳

注
聊
斎
志
異
図
詠
』
の
挿
絵
を
多
少
ア
レ
ン
ジ
し
た
も
の
に
ほ
か
な
ら

な
い
。
ま
た
、
『
詳
注
聊
斎
志
異
図
詠
』
の
挿
絵
に
は
下
部
に
七
言
絶

句
の
賛
が
賦
さ
れ
て
お
り
、
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
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窮
途
無
奈
秀
才
飢

途
に
窮
し

秀
才
の
飢
を
奈
と
も
す
る
な
し

多
謝
呉
王
賜
羽
衣

多
謝
す

呉
王

羽
衣
を
賜
う
を

分
箇
雛
鬟
為
匹
偶

雛
鬟
を
分
ち

匹
偶
と
為
す

從
今
雙
宿
永
雙
飛

今
よ
り
は
雙
に
宿
り

永
に
雙
飛
せ
ん

図
二
は
詩
賛
の
第
二
句
に
歌
わ
れ
た
「
呉
王

羽
衣
を
賜
う
」
と
い

う
場
面
を
絵
に
し
た
も
の
で
あ
り
、
『
支
那
奇
談
集
』
の
挿
絵
も
同
様

の
箇
所
を
描
い
て
い
る
。

独
歩
が
一
九
〇
三
年
に
「
竹
青
」
を
翻
訳
し
た
際
依
拠
し
た
と
思
わ

れ
る
「
王
本
」
に
は
挿
絵
が
付
い
て
お
ら
ず
、『
聊
斎
志
異
』
の
図
咏

本
は
「
青
本
」
系
統
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
。
ゆ
え
に
、
国
木
田
独
歩

は
、
一
九
〇
六
年
『
支
那
奇
談
集
』
を
編
輯
し
た
際
、
新
た
に
「
青

本
」
系
統
の
図
咏
本
、
即
ち
『
詳
注
聊
斎
志
異
図
詠
』
を
目
に
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

ま
た
、
独
歩
が
「
黒
衣
仙
」
と
「
舟
の
少
女
」
に
次
い
で
翻
訳
し
た

「
石
清
虚
」
は
「
王
本
」
に
は
収
録
さ
れ
て
い
な
い
作
品
で
あ
る
こ
と

も
、
独
歩
が
後
ほ
ど
「
青
本
」
系
統
の
本
を
手
に
入
れ
た
と
い
う
推
測

を
裏
づ
け
て
い
る
。
要
す
る
に
、
『
東
洋
画
報
』
の
創
刊
に
あ
た
っ
て

矢
野
龍
渓
か
ら
「
王
本
」
を
与
え
ら
れ
た
国
木
田
独
歩
は
、
「
王
本
」

を
通
じ
て
『
聊
斎
志
異
』
の
魅
力
を
知
り
、
「
黒
衣
仙
」
と
「
舟
の
少

女
」
を
翻
訳
し
た
後
、
完
本
を
求
め
て
た
だ
ち
に
「
青
本
」
系
統
の

『
詳
注
聊
斎
志
異
図
詠
』
を
手
に
入
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
そ
の
後
の
二
篇
の
訳
（
「
石
清
虚
」
と
「
姉
と
妹
」
）、
ま
た
『
支

那
奇
談
集
』
の
挿
絵
は
「
王
本
」
で
は
な
く
、「
青
本
」
系
統
に
属
す

る
『
詳
注
聊
斎
志
異
図
詠
』
に
拠
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

二

原
典
「
竹
青
」
と
独
歩
訳
「
黒
衣
仙
」

次
に
、
国
木
田
独
歩
は
ど
の
よ
う
に
『
聊
斎
志
異
』
を
翻
訳
し
た
か

と
い
う
問
題
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
「
黒
衣
仙
」
が
仮
に
「
王

本
」
の
「
竹
青
」
を
底
本
に
翻
訳
さ
れ
た
も
の
だ
と
す
る
な
ら
、
「
王

本
」
と
彼
の
訳
文
と
を
仔
細
に
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
独
歩
訳
の
特

徴
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

ま
ず
、「
王
本
」
に
お
け
る
「
竹
青
」
の
梗
概
を
次
に
示
す
。

魚
生
は
湖
南
の
人
で
あ
っ
た
。
落
第
し
て
帰
る
途
中
、
呉
王
廟
と

い
う
水
神
廟
で
神
を
拝
み
、
不
平
を
訴
え
て
眠
る
と
、
夢
に
廟
神

が
現
れ
、
彼
に
黒
衣
を
与
え
、
水
路
を
守
る
神
烏
に
変
身
さ
せ
、

さ
ら
に
竹
青
と
い
う
烏
の
妻
ま
で
与
え
て
く
れ
た
。
魚
生
は
仲
間

の
神
烏
た
ち
と
毎
日
水
路
を
往
来
し
、
船
頭
た
ち
か
ら
餌
を
も
ら

っ
て
神
烏
の
勤
め
を
果
た
し
た
が
、
あ
る
日
、
舟
に
乗
っ
た
兵
士

に
胸
を
打
た
れ
て
絶
命
す
る
。
目
が
覚
め
る
と
、
そ
こ
は
元
の
呉

王
廟
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
三
年
後
、
魚
生
は
再
度
受
験
す
る
た

め
呉
王
廟
を
訪
れ
、
竹
青
を
探
す
が
見
つ
か
ら
な
い
。
及
第
し
て

の
帰
り
道
、
再
び
呉
王
廟
に
立
ち
寄
る
と
、
そ
の
晩
、
竹
青
が
人

の
姿
で
現
れ
、
今
は
漢
江
の
女
神
と
な
っ
た
こ
と
を
話
し
、
魚
生

を
漢
江
の
私
邸
へ
と
誘
う
。
そ
こ
で
数
ヶ
月
ほ
ど
暮
ら
し
た
後
、
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魚
生
は
湖
南
の
実
家
と
漢
江
の
女
神
廟
の
間
を
自
由
に
往
来
で
き

る
黒
衣
を
竹
青
に
与
え
ら
れ
、
送
別
の
宴
に
酔
っ
て
眠
っ
て
し
ま

う
。
目
が
覚
め
れ
ば
、
魚
生
は
故
郷
に
帰
る
舟
の
中
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
数
ヶ
月
後
、
漢
江
で
の
暮
ら
し
が
恋
し
く
な
っ
て
魚
生

が
黒
衣
を
着
て
訪
れ
る
と
、
竹
青
は
ち
ょ
う
ど
出
産
す
る
と
こ
ろ

で
あ
っ
た
。
生
ま
れ
た
の
は
男
子
で
、
漢
産
と
名
付
け
ら
れ
た
。

魚
生
の
故
郷
の
妻
・
和
氏
に
は
子
供
が
な
か
っ
た
た
め
、
三
ヶ
月

の
約
束
で
魚
生
が
漢
産
を
連
れ
帰
っ
た
と
こ
ろ
、
和
氏
は
そ
の
子

を
非
常
に
可
愛
が
り
、
竹
青
に
返
さ
な
か
っ
た
。
竹
青
は
漢
生
、

玉
佩
と
い
う
男
女
の
双
子
を
さ
ら
に
出
産
し
、
自
身
の
手
元
に
置

い
た
。

和
氏
が
他
界
し
た
際
、
魚
生
、
漢
産
、
漢
生
、
玉
佩
が
葬
儀
に
集

ま
っ
た
。
漢
産
と
漢
生
は
そ
の
ま
ま
魚
生
の
実
家
に
留
ま
っ
た
が
、

魚
生
は
玉
佩
を
つ
れ
て
漢
江
に
赴
き
、
故
郷
に
は
帰
ら
な
か
っ
た
。

独
歩
の
「
黒
衣
仙
」
は
以
上
の
よ
う
な
内
容
を
も
つ
「
竹
青
」
を
翻

訳
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
翻
訳
と
は
い
い
な
が
ら
も
逐
語
訳
で
は
な
く
、

意
訳
も
多
け
れ
ば
、
省
略
も
多
い
。

最
も
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
特
に
物
語
の
後
半
部
分
、
即
ち

漢
産
が
生
ま
れ
た
後
の
話
で
あ
り
、
独
歩
の
「
黒
衣
仙
」
は
こ
の
後
半

部
分
を
改
変
し
た
と
い
っ
て
も
過
言
は
な
い
ほ
ど
大
幅
な
書
き
換
え
が

施
さ
れ
て
い
る
。

以
下
に
、
独
歩
が
省
略
し
た
「
王
本
」
の
原
文
と
、
そ
の
箇
所
に
相

当
す
る
独
歩
の
訳
文
と
を
示
し
て
み
よ
う
。
ま
ず
「
王
本
」
の
原
文
で

あ
る
。數

年
、
漢
産
愈
秀
美
。
妻
和
氏
、
苦
不
育
、
每
思
一
見
漢
産
。
生

以
情
告
女
。
女
乃
治
任
、
送
兒
從
夫
歸
、
約
以
三
月
。
既
見
。
和

愛
之
過
於
所
生
。
年
餘
、
不
忍
令
返
。
一
日
、
忽
不
見
、
和
痛
悼

欲
絶
。
生
乃
詣
漢
、
入
門
、
見
漢
産
臥
床
上
。
喜
以
問
女
、
女
曰
、

「
君
久
負
約
。
妾
思
兒
。
故
招
之
也
」。
生
因
所
述
和
氏
愛
兒
之

故
、
女
曰
、「
待
妾
再
育
、
令
漢
産
歸
」。
又
年
餘
、
女
雙
生
男
女

各
一
。
男
名
漢
生
、
女
名
玉
佩
。
生
遂
攜
漢
産
歸
。
然
歳
恒
三
四

往
、
不
以
為
便
、
遂
移
家
漢
陽
。
漢
産
年
十
二
、
入
郡
庠
。
女
以

人
間
無
美
質
、
招
去
、
為
之
娶
婦
、
送
歸
。
婦
名
巵
娘
、
亦
神
女

産
也
。
後
和
氏
卒
、
漢
生
及
妹
皆
來
會
葬
。
漢
生
遂
留
、
生
攜
玉

佩
去
。
自
此
不
返
。

「
拙
訳
」：

數
年
に
し
て
漢
産
は
い
よ
い
よ
秀
美
た
り
。
妻
の
和
氏
、
不
育
に

苦
し
み
、
每
に
漢
産
に
一
見
せ
ん
こ
と
を
思
う
。
生
、
情
を
以
て

女
に
告
ぐ
。
女
、
乃
ち
治
任
し
、
兒
を
送
り
て
夫
に
從
い
て
歸
ら

し
め
、
約
す
る
に
三
月
を
以
て
す
。
既
に
見
ゆ
。
和
、
こ
れ
を
愛

す
る
こ
と
生
む
所
に
過
ぐ
。
年
餘
、
返
ら
し
む
る
に
忍
び
ず
。
一

日
、
忽
に
し
て
見
え
ず
。
和
、
痛
悼
し
て
絶
え
ん
と
欲
す
。
生
、

乃
ち
漢
に
詣
り
、
門
を
入
り
て
、
漢
産
の
床
上
に
臥
す
る
を
見
る
。
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喜
び
て
以
て
女
に
問
う
。
女
曰
く
、
「
君
、
久
し
く
約
に
負
く
。

妾
、
兒
を
思
う
。
故
に
こ
れ
を
招
く
な
り
」
と
。
生
、
因
り
て
、

和
氏
愛
兒
の
故
を
所
述
す
。
女
曰
く
、
「
妾
の
再
育
を
待
ち
て
、

漢
産
を
し
て
歸
ら
し
め
ん
」
と
。
又
た
年
餘
、
女
、
男
女
お
の
お

の
一
を
雙
生
す
。
男
は
漢
生
と
名
づ
け
、
女
は
玉
佩
と
名
づ
く
。

生
、
遂
に
漢
産
を
攜
え
て
歸
る
。
然
れ
ど
も
、
歳
に
恒
に
三
四
往

し
て
、
便
と
以
為
わ
ざ
る
な
り
、
遂
に
家
を
漢
陽
に
移
す
。
漢
産
、

年
十
二
に
し
て
郡
庠
に
入
る
。
女
、
人
間
に
美
質
な
き
を
以
て
、

招
き
去
ら
し
め
、
こ
れ
が
為
に
婦
を
娶
り
、
送
り
歸
す
。
婦
の
名

は
巵
娘
、
亦
た
神
女
の
産
な
り
。
後
、
和
氏
卒
す
。
漢
生
、
及
び

妹
、
み
な
來
り
て
會
葬
す
。
漢
生
、
遂
に
留
ま
り
、
生
、
玉
佩
を

攜
え
て
去
る
。
こ
れ
よ
り
返
ら
ず
。

以
上
の
よ
う
な
原
文
に
対
し
、
独
歩
は
次
の
よ
う
に
省
略
し
て
い
る
。

「
独
歩
訳
」
：
こ
の
後
絶
え
ず
往
来
し
て
居
る
中
に
男
女
の
双
児

が
生
れ
、
其
の
女
の
方
を
魚
生
の
妻
の
和
氏
が
貰
え
て
育
て
る
こ

と
に
し
た
。

＊
＊
＊
＊
＊
＊

魚
生
の
終
は
よ
く
解
ら
な
い
。
竹
青
と
共
に
仙
化
し
て
仙
島
に
隠

れ
て
し
ま
っ
た
も
の
ら
し
い
。

（
お
わ
り
）

独
歩
は
「
竹
青
」
の
結
び
「
自
此
不
返
」
の
一
句
を
「
竹
青
と
共
に

仙
化
し
て
仙
島
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
ら
し
い
」
と
置
き
換
え
て
い

る
か
ら
、
「
返
」
が
魚
生
の
故
郷
へ
の
帰
還
を
指
し
て
い
る
と
正
し
く

理
解
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
「
王
本
」
で
二
〇
七
文
字
も

あ
っ
た
原
文
を
（
「
青
本
」
は
さ
ら
に
多
い
）
日
本
語
で
は
た
っ
た
八

〇
文
字
程
度
に
縮
小
し
た
。
そ
こ
に
は
紙
面
の
都
合
な
ど
編
集
方
針
等

に
関
わ
る
、
や
む
を
得
な
い
事
情
が
あ
っ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、

仮
に
そ
う
で
あ
る
と
し
て
も
、
独
歩
の
訳
文
に
あ
る
「
其
女
の
方
を
魚

生
の
妻
の
和
氏
が
貰
て
育
て
る
こ
と
に
し
た
」
と
い
う
改
変
は
説
明
で

き
な
い
。

「
王
本
」
の
原
文
は
「
生
遂
攜
漢
産
歸
（
生
は
そ
こ
で
漢
産
を
つ
れ

て
故
郷
に
帰
っ
た
）
」
、
「
漢
生
遂
留
、
生
攜
玉
佩
去
（
漢
生
は
そ
こ
で

魚
生
の
実
家
に
留
ま
り
魚
生
は
玉
佩
を
つ
れ
て
竹
青
の
も
と
へ
行
っ

た
）
」
と
し
て
、
漢
産
（
男
の
方
）
が
和
氏
の
も
と
へ
行
き
、
玉
佩

（
女
の
方
）
が
竹
青
の
も
と
に
留
ま
っ
た
こ
と
を
明
瞭
に
述
べ
て
い
る
。

そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
独
歩
訳
の
「
黒
衣
仙
」
は
、
女
の
方
が
和
氏
の

も
と
へ
行
っ
た
と
書
い
て
い
る
。

管
見
の
か
ぎ
り
、
「
玉
佩
（
女
の
方
）
が
和
氏
の
も
と
へ
行
っ
た
」

と
す
る
『
聊
斎
志
異
』
の
異
本
は
な
い
た
め
、
独
歩
訳
の
こ
の
部
分
は

ほ
か
の
版
本
を
参
考
に
し
た
と
い
う
可
能
性
も
考
え
に
く
い
。
恐
ら
く

独
歩
は
、
末
尾
部
分
を
簡
略
化
し
て
し
ま
い
、
そ
の
結
果
、
双
子
の
女

の
方
が
和
氏
に
し
た
が
う
と
い
う
過
誤
を
犯
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
独
歩
に
と
っ
て
、
出
産
事
情
や
子
育
て
を
詳
し
く
描
い
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た
後
半
部
分
は
こ
の
作
品
の
中
で
重
要
な
内
容
で
は
な
か
っ
た
こ
と
が

う
か
が
え
る
。
独
歩
訳
の
省
略
と
誤
訳
は
、
彼
が
原
文
の
も
つ
意
味
の

重
大
さ
を
理
解
し
な
い
か
ら
こ
そ
生
ま
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
結
果
、

原
典
の
全
体
像
さ
え
も
が
見
誤
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
と
な
っ
た
。

魚
生
が
竹
青
と
再
会
を
果
た
し
、
自
身
の
故
郷
に
連
れ
帰
ろ
う
と
し

た
と
き
、
魚
生
は
「
僕
在
此
，
親
戚
斷
絕
，
且
卿
與
僕
名
為
琴
瑟
，
而

不
一
認
家
門
，
奈
何
（
私
が
こ
こ
に
い
た
の
で
は
一
族
は
断
絶
す
る
。

そ
れ
に
、
あ
な
た
と
私
は
名
目
上
夫
婦
で
も
一
族
に
な
ら
な
い
、
と
い

う
の
は
お
か
し
い
じ
ゃ
な
い
か
）
」
と
述
べ
た
。
魚
生
は
、
人
の
世
の

男
子
と
し
て
、
一
族
を
率
い
社
会
的
に
出
世
し
、
家
を
盛
り
立
て
て
い

く
義
務
を
負
う
。
こ
れ
に
対
し
竹
青
は
、
「
無
論
妾
不
能
往
。
縱
往
，

君
家
自
有
婦
，
将
何
以
處
妾
乎
（
私
は
と
て
も
い
け
ま
せ
ん
。
た
と
え

い
っ
て
も
、
あ
な
た
に
は
奥
様
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
の
で
す
。
ど
う
し
て

私
が
必
要
で
し
ょ
う
）」
と
答
え
、
自
身
が
そ
う
し
た
人
の
世
の
務
め

に
関
わ
ら
な
い
こ
と
を
述
べ
た
。
そ
の
後
、
竹
青
は
「
不
如
置
妾
於
此
，

為
君
別
院
可
耳
（
私
を
こ
こ
に
置
き
、
あ
な
た
の
別
荘
と
す
る
に
こ
し

た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
）
」
と
述
べ
、
漢
江
に
お
け
る
彼
女
の
私
邸
が

あ
る
種
の
仙
界
に
あ
た
る
こ
と
を
主
張
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
し
た
が

っ
て
、
魚
は
黒
衣
を
着
っ
て
故
郷
と
漢
陽
の
間
に
往
来
し
た
。

つ
ま
り
原
作
に
お
い
て
は
、
和
氏
と
の
故
郷
で
の
生
活
に
人
の
世
の

勤
め
が
、
竹
青
と
の
漢
江
で
の
生
活
に
心
の
安
ら
ぎ
と
慰
め
と
が
、
始

め
か
ら
託
さ
れ
て
い
た
と
い
っ
て
よ
い
。
魚
生
は
男
子
と
し
て
の
勤
め

を
果
た
す
た
め
に
故
郷
に
帰
る
の
で
あ
り
、
世
の
喧
噪
に
疲
れ
る
と
竹

青
を
訪
れ
る
。
竹
青
は
、
魚
生
が
男
子
と
し
て
の
勤
め
を
果
た
せ
る
よ

う
二
人
の
跡
取
り
を
生
ん
で
や
り
、
彼
の
家
を
盛
り
立
て
る
。

そ
う
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
人
間
世
界
に
留
ま
っ
た
の
は
、
息
子
の
方

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
、
家
系
を
男
に
任
せ
、
男
が
科
挙
試

験
に
よ
っ
て
立
身
出
世
す
る
と
い
う
重
大
な
意
味
を
持
つ
結
末
で
あ
る

か
ら
だ
。
魚
生
は
一
人
の
貧
し
い
書
生
に
す
ぎ
な
い
と
は
い
え
、
人
の

世
の
男
子
と
し
て
、
一
族
を
率
い
、
出
世
し
て
家
を
盛
り
立
て
て
い
く

義
務
を
負
う
。
魚
容
が
科
挙
を
受
け
、
息
子
漢
産
を
人
界
の
学
校
に
行

か
せ
る
意
味
も
こ
こ
に
あ
る
。
科
挙
は
役
人
の
選
抜
試
験
で
あ
り
、
古

い
中
国
で
書
生
が
世
間
に
認
め
ら
れ
る
た
め
の
唯
一
の
手
段
と
も
言
え

る
。
そ
の
時
代
に
お
い
て
、
作
者
蒲
松
齢
の
よ
う
に
、
何
十
年
受
験
し

て
も
合
格
で
き
ず
自
分
の
理
想
を
実
現
で
き
な
か
っ
た
書
生
は
多
か
っ

た
。
『
聊
斎
志
異
』
は
蒲
松
齢
が
自
分
の
不
平
を
発
散
す
る
た
め
に
書

か
れ
た
作
品
集
と
し
て
、
科
挙
と
い
う
大
き
な
テ
ー
マ
を
備
え
て
お
り
、

蒲
松
齢
自
身
を
含
め
不
遇
な
書
生
た
ち
を
慰
め
る
本
で
あ
る
と
も
言
え

る
。
「
竹
青
」
の
場
合
、
魚
容
は
一
回
落
第
し
た
が
、
二
回
目
の
試
験

で
合
格
し
た
。
魚
が
合
格
し
た
後
、
役
人
に
な
る
道
を
選
ん
だ
か
ど
う

か
は
原
文
の
中
で
書
か
れ
て
い
な
い
が
、
男
と
し
て
の
責
任
は
果
た
し

た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
し
て
、
も
う
一
つ
の
義
務
は
子
孫
を
残
す
こ
と
で
あ
る
。
魚
容
の

言
動
か
ら
見
れ
ば
、
彼
は
最
初
竹
青
を
自
分
の
家
に
連
れ
て
行
く
つ
も

り
で
あ
っ
た
が
、
竹
青
は
漢
水
の
仙
女
で
あ
り
、
仙
界
か
ら
離
れ
ず
、

魚
容
の
家
に
行
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
が
、
黒
衣
を
着
て
魚
が
人
界
・
仙
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界
を
往
来
す
る
理
由
で
あ
る
。
竹
青
は
長
男
漢
産
を
産
み
、
一
年
後
男

（
漢
生
）
と
女
（
玉
偑
）
の
双
生
児
を
産
ん
だ
。
魚
容
は
漢
産
を
人
界

に
連
れ
て
戻
っ
て
学
校
に
行
か
せ
て
お
り
、
自
分
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、

息
子
に
家
を
継
が
せ
る
意
図
が
明
ら
か
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
子
供
を

産
ん
で
く
れ
る
竹
青
と
、
竹
青
の
子
供
を
我
が
子
の
よ
う
に
育
て
た
人

界
の
妻
・
和
氏
の
助
け
に
よ
っ
て
、
魚
は
人
間
の
男
と
し
て
の
責
任
を

果
た
し
た
。
魚
容
・
竹
青
・
和
氏
は
、
三
人
と
も
自
分
が
い
る
世
界
の

原
理
に
従
っ
て
行
動
す
る
人
物
で
あ
る
。
魚
容
は
竹
青
に
仙
界
に
招
待

さ
れ
て
も
人
界
の
責
任
を
忘
れ
ら
れ
ず
、
竹
青
は
漢
水
の
女
神
と
し
て

魚
を
愛
し
て
も
漢
水
を
離
れ
ず
、
和
氏
は
正
妻
と
し
て
妾
に
嫉
妬
せ
ず

子
供
を
育
て
た
。
物
語
の
末
尾
で
正
妻
が
死
ん
で
は
じ
め
て
、
責
任
を

果
た
し
た
魚
は
家
を
息
子
に
任
せ
、
永
遠
に
仙
界
に
留
ま
る
こ
と
が
で

き
る
。

つ
ま
り
、
息
子
を
人
界
に
残
す
こ
と
は
、
「
竹
青
」
に
お
い
て
現
実

の
持
つ
意
味
を
反
映
す
る
部
分
と
し
て
、
魚
が
最
後
仙
界
に
行
っ
た
こ

と
と
と
も
に
、
現
実
世
界
と
仙
界
の
両
方
に
お
け
る
幸
せ
を
意
味
し
て

い
る
。
仙
界
の
原
理
、
人
界
の
原
理
に
従
う
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
は
交
流

し
て
愛
し
合
う
と
同
時
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
は
動
か
ず
、
各
人
が
自

分
の
義
務
な
い
し
責
任
を
最
後
ま
で
全
う
し
、
そ
の
結
果
、
極
め
て
円

満
な
結
末
を
迎
え
る
。
こ
れ
は
作
者
蒲
松
齢
が
考
え
る
天
地
人
生
の
最

も
理
想
な
状
態
と
も
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
独
歩
訳
で
は
、
「
女
の
方
が
人
間
世
界
に
行
っ

た
」
と
い
う
過
誤
が
犯
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
物
語
の
最
も
重
要

な
骨
組
み
の
一
つ
、
な
い
し
現
実
世
界
の
反
映
さ
れ
た
部
分
を
独
歩
が

重
要
視
し
て
い
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
彼
は
「
竹
青
」
に
現
実
味

を
求
め
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
作
品
に
潜
ん
だ
作
者
の
観
念
と

思
想
と
を
見
落
と
し
た
の
で
あ
る
。

三

原
典
「
王
桂
庵
」
と
独
歩
訳
「
舟
の
少
女
」

独
歩
が
翻
訳
し
た
「
舟
の
少
女
」
は
か
な
り
自
由
な
意
訳
が
行
わ
れ

て
い
る
た
め
、
原
文
の
も
つ
世
界
観
を
彼
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た

の
か
把
握
す
る
の
は
き
わ
め
て
難
し
い
が
、
原
作
「
王
桂
庵
」
の
梗
概

と
独
歩
訳
を
比
べ
る
と
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
見
え
て
く
る
。

ま
ず
「
王
桂
庵
」
の
あ
ら
す
じ
を
示
す
。

大
名
の
貴
公
子
・
王
樨
（
字
は
桂
庵
）
は
南
方
へ
遊
び
に
行
っ
た

際
、
隣
に
停
泊
し
た
舟
の
中
で
裁
縫
を
す
る
少
女
を
見
初
め
て
金

や
簪
を
投
げ
か
け
る
も
、
す
べ
て
黙
殺
さ
れ
、
や
が
て
そ
の
舟
は

出
航
し
て
い
く
。
王
桂
庵
は
舟
を
雇
い
、
半
年
か
け
て
さ
ま
ざ
ま

に
少
女
の
行
方
を
捜
索
す
る
が
、
全
く
手
掛
か
り
は
な
い
。
あ
る

日
彼
は
、
舟
で
江
南
の
小
村
を
訪
ね
、
合
歓
の
花
の
咲
く
庭
で
彼

女
と
再
会
す
る
夢
を
見
る
。
そ
れ
か
ら
一
年
あ
ま
り
後
、
彼
は
再

度
少
女
捜
索
の
旅
に
出
て
、
あ
る
偶
然
か
ら
夢
の
景
色
に
遭
遇
し
、

少
女
と
邂
逅
す
る
。
少
女
は
名
を
芸
娘
と
い
い
、
孟
江
蘺
と
い
う

高
潔
な
義
人
の
む
す
め
で
あ
っ
た
。
王
桂
庵
は
少
女
の
助
言
に
し

た
が
い
、
正
規
の
手
続
き
を
経
て
芸
娘
を
妻
と
す
る
。
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芸
娘
を
連
れ
て
王
の
家
へ
帰
る
途
中
、
舟
に
金
や
簪
を
投
げ
か
け

た
非
礼
を
誹
る
芸
娘
に
対
し
、
冗
談
の
つ
も
り
で
「
実
は
家
に
、

良
家
か
ら
礼
を
尽
く
し
て
も
ら
い
受
け
た
妻
が
い
る
」
と
嘘
を
つ

く
。
芸
娘
は
こ
れ
を
信
じ
て
激
昂
し
、
川
に
身
を
投
じ
る
。
八
方

手
を
尽
く
し
て
彼
女
を
捜
索
す
る
も
見
つ
か
ら
な
い
。
彼
は
家
に

は
居
た
た
ま
れ
ず
、
孟
江
蘺
に
合
わ
す
顔
も
な
い
の
で
江
南
の
親

戚
の
家
に
身
を
寄
せ
て
か
ら
一
年
あ
ま
り
た
っ
た
あ
る
日
、
帰
宅

の
途
中
で
雨
に
遭
い
、
路
傍
の
民
家
に
雨
宿
り
す
る
。
赤
ん
坊
を

抱
い
た
老
婆
が
い
て
、
そ
の
赤
ん
坊
が
妙
に
人
懐
っ
こ
い
。
雨
が

止
ん
だ
の
で
出
発
し
よ
う
と
す
る
と
、
そ
の
赤
ん
坊
が
「
お
父
ち

ゃ
ん
が
行
っ
て
し
ま
う
」
と
泣
く
。
老
婆
が
恥
じ
て
赤
ん
坊
と
共

に
奧
へ
入
る
と
、
一
人
の
美
婦
人
が
そ
の
赤
ん
坊
を
抱
い
て
現
れ

た
。
な
ん
と
芸
娘
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
芸
娘
は
、
身
を
投
げ
た
後

に
老
夫
婦
に
助
け
ら
れ
、
そ
の
養
女
と
な
っ
て
王
桂
庵
の
子
を
出

産
し
た
の
だ
っ
た
。
王
桂
庵
は
そ
の
子
を
寄
生
と
名
付
け
、
三
人

は
幸
せ
に
暮
ら
す
。

原
作
「
王
桂
庵
」
は
「
夢
徴
」
（
夢
で
見
た
事
は
本
当
と
な
る
）
を

主
題
の
一
つ
と
し
た
作
品
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
独
歩
が
定
本
に
し
た
と

思
わ
れ
る
「
王
本
」
に
お
い
て
、
「
王
桂
庵
」
は
巻
三
の
「
夢
徴
」
の

項
に
「
王
桂
庵

寄
生
附
」
と
い
う
題
目
で
、「
寄
生
」
と
い
う
付
録

と
合
わ
せ
て
収
録
さ
れ
た
。
こ
の
「
寄
生
」
と
は
王
桂
庵
の
子
の
寄
生

を
指
し
て
お
り
、
「
王
桂
庵
」
の
後
日
譚
が
い
わ
ば
息
子
の
物
語
と
し

て
付
さ
れ
て
い
る
。
興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
「
寄
生
」
に
お
い
て
は

蒲
松
齢
の
評
論
、
即
ち
「
異
史
氏
曰
」
が
以
下
の
よ
う
に
付
さ
れ
て
い

る
。

父
癡
於
情
，
子
遂
幾
為
情
死
。
所
謂
情
種
，
其
王
孫
之
謂
與
。

不
有
善
夢
之
父
，
何
生
離
魂
之
子
哉
。
「
拙
訳
」
：
異
史
氏
曰
わ

く
、「
父
は
情
に
痴
に
し
て
、
子
は
遂
に
情
の
為
に
死
す
に
幾
し
。

所
謂
情
種
と
は
、
其
れ
、
王
孫
（
寄
生
の
字
）
の
謂
か
。
善
夢

の
父
あ
ら
ざ
れ
ば
、
何
ぞ
離
魂
の
子
を
生
ま
ん
や
」
と
。

こ
こ
で
、
王
桂
庵
は
「
善
夢
の
父
」
（
夢
を
見
る
の
が
上
手
な
父
）

で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
「
王
桂
庵
」
に
「
夢
徴
」
と
い

う
主
題
が
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
国
木
田
独
歩
も
こ
の
点
を
理
解

し
て
い
た
と
思
わ
れ
、「
舟
の
少
女
」
の
全
体
を
通
し
て
も
、
夢
と
再

会
を
描
い
た
「
夢
徴
」
の
部
分
は
出
色
の
出
来
と
い
っ
て
よ
い
。

し
か
し
、
原
作
に
お
い
て
は
合
歓
の
花
が
夢
の
中
核
と
し
て
美
し
く

描
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
独
歩
訳
に
は
花
の
名
が
全
く
登
場
し
な
い
。

た
と
え
ば
原
作
は
、
夢
の
導
入
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

有
夜
合
一
株
、
紅
糸
満
樹
。
陰
念
詩
中
『
門
前
一
樹
馬
纓
花
』、

此
其
是
矣
。

「
拙
訳
」
：
合
歓
の
木
が
一
株
あ
っ
て
、
紅
い
絹
の
よ
う
な
花
を

い
っ
ぱ
い
に
咲
か
せ
て
い
る
。
ひ
そ
か
に
、
詩
に
い
う
「
門
前
の
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一
樹

馬
纓
の
花
」
と
は
こ
れ
だ
な
と
思
っ
た
。

ま
た
、
再
会
の
部
分
で
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

一
門
内
、
馬
纓
一
樹
、
景
象
宛
然
。

「
拙
訳
」
：
門
内
に
は
合
歓
の
木
が
あ
り
、
夢
の
世
界
さ
な
が
ら

だ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
独
歩
の
訳
文
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

樹
木
の
配
置
か
ら
石
の
布
き
様
ま
で
、
さ
な
が
ら
詩
中
の
景
で
あ

る
（
中
略
）
内
に
入
つ
て
見
る
と
、
夢
に
見
た
と
こ
ろ
と
寸
分
違

い
は
な
い
の
で
、

「
門
前
の
一
樹

馬
纓
の
花
」
と
い
う
詩
文
と
、
「
夜
合
」
や
「
馬

纓
」
に
関
す
る
描
写
は
全
部
削
除
さ
れ
た
。
原
典
の
植
物
に
関
す
る
内

容
が
独
歩
か
ら
見
れ
ば
重
要
で
は
な
い
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
実
は

「
夜
合
」
と
「
馬
纓
」
は
合
歓
の
別
名
で
あ
り
（

）
、
作
品
全
体
と
関

13

わ
っ
て
い
る
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ
る
。
こ
の
花
の
名
が
主
人
公
王

樨
の
「
樨
」
と
い
う
名
や
「
桂
庵
」
と
い
う
字
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
父
の

「
江
蘺
」
と
い
う
名
と
呼
応
し
合
い
、
ヒ
ロ
イ
ン
の
名
の
「
芸
娘
」
を

生
み
、
や
が
て
息
子
「
寄
生
」
を
派
生
さ
せ
て
い
る
と
も
い
え
る
。

「
夜
合
」
と
は
、
「
夜
間
に
対
と
な
っ
て
合
す
る
合
歓
の
花
の
生
態
」

に
由
来
す
る
言
葉
で
、
し
た
が
っ
て
「
夜
」
や
「
夢
」「
歓
会
」
の
縁

語
で
あ
る
。
物
語
全
体
は
こ
の
「
夜
合
の
花
」
の
美
し
い
連
想
の
上
に

成
立
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
水
草
の
よ
う
な
流
れ
者
（
「
江
蘺
」）
の
娘

が
大
地
に
根
を
張
っ
て
耕
さ
れ
、
桂
の
子
を
寄
生
さ
せ
て
幸
福
を
得
る
、

と
い
う
一
種
の
流
転
す
る
人
生
観
が
そ
こ
に
託
さ
れ
て
い
る
と
読
む
こ

と
も
で
き
る
。
独
歩
が
、
主
人
公
「
王
樨
」
の
名
は
お
ろ
か
、
桂
庵
と

い
う
字
、
息
子
寄
生
の
名
ま
で
省
略
し
て
し
ま
っ
た
の
は
、
原
作
の
世

界
観
を
十
分
に
理
解
し
な
か
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
ま
い
。

よ
っ
て
、
独
歩
訳
に
お
い
て
夢
と
再
会
の
場
面
は
以
下
の
よ
う
に
簡

略
化
さ
れ
た
。

或
夜
の
夢
に
河
に
沿
た
村
（
原
文
の
ま
ま
、
稿
者
注
）
に
遊
び
、

二
三
軒
の
家
を
過
ぎ
て
と
あ
る
一
軒
の
家
の
前
へ
来
る
と
柴
の
戸

南
に
開
き
、
門
内
に
は
疎
竹
を
め
ぐ
ら
し
て
籬
を
作
っ
て
居
る
様

如
何
に
も
風
流
な
の
で
、
こ
れ
は
必
定
園
庭
だ
と
心
得
、
ズ
っ
と

内
に
入
り
込
ん
だ
。
樹
木
の
配
置
か
ら
石
の
布
さ
様
ま
で
、
さ
な

が
ら
詩
中
の
景
で
あ
る
、
（
中
略
）
見
る
と
先
年
来
捜
し
あ
ぐ
ん

で
い
た
彼
の
少
女
な
ら
ん
と
は
、
早
速
近
づ
い
て
言
葉
を
か
け
ん

と
す
る
矢
先
、
少
女
の
父
が
外
か
ら
帰
っ
て
来
た
の
で
、
あ
な
や

と
思
う
と
夢
が
醒
め
た
。

独
歩
訳
が
漢
詩
と
難
解
な
字
を
削
除
し
た
結
果
、
原
作
の
縁
語
に
隠
さ

れ
て
い
る
人
生
観
と
世
界
観
は
十
分
に
表
現
さ
れ
な
か
っ
た
。
一
方
、

「
風
流
」
や
「
詩
中
の
景
」
な
ど
と
い
っ
た
加
筆
に
よ
っ
て
、
中
国
の
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古
典
の
美
意
識
を
自
分
の
言
葉
で
解
釈
し
て
い
る
。
彼
の
訳
文
は
中
国

古
典
文
学
知
識
を
持
た
な
い
読
者
に
と
っ
て
も
流
暢
に
楽
し
め
る
文
章

で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。

四

独
歩
の
『
聊
斎
志
異
』
観

独
歩
は
『
聊
斎
志
異
』
の
原
典
の
世
界
を
十
分
に
理
解
し
て
い
な
い
、

な
い
し
捉
え
よ
う
と
す
る
意
図
が
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、「
王
本
」「
青

本
」
を
次
々
と
手
に
入
れ
、
翻
訳
に
も
手
を
染
め
、
『
聊
斎
志
異
』
の

選
訳
本
と
も
い
え
る
『
支
那
奇
談
集
』
の
編
集
に
も
加
わ
っ
た
。
彼
は

『
聊
斎
志
異
』
の
ど
こ
に
魅
了
さ
れ
た
の
か
。
独
歩
は
死
の
直
前
、
病

床
で
『
聊
斎
志
異
』
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
た
（
『
病
牀
録
』
に

よ
る
）。『

聊
斎
志
異
』
は
余
の
愛
読
書
の
一
な
り
。
（
省
略
）
特
に
支
那

の
怪
談
に
到
り
て
は
、
そ
の
思
想
の
奇
抜
に
し
て
破
天
荒
な
る
到

底
わ
が
国
人
の
及
ぶ
所
に
あ
ら
ず
。
『
聊
斎
志
異
』
は
そ
の
文
字

の
豊
富
新
鮮
な
る
点
に
於
い
て
も
、
亦
他
に
卓
絶
す
。
怪
異
譚
は
、

民
族
空
想
心
を
最
極
度
ま
で
発
揮
せ
る
者
な
り
。
又
滑
稽
心
を
最

極
度
ま
で
発
揮
せ
る
者
な
り
。
鬼
神
怪
異
を
語
ら
ざ
る
民
族
は
、

実
相
に
役
々
と
し
て
些
か
の
余
裕
を
も
有
せ
ざ
る
民
族
な
り
。

（

）
14

も
し
独
歩
が
一
九
〇
八
年
に
三
十
七
歳
の
若
さ
で
病
死
し
な
け
れ
ば
、

彼
の
『
聊
斎
志
異
』
に
対
す
る
愛
は
さ
ら
に
発
展
し
、
よ
り
多
く
の
作

品
を
残
し
た
に
違
い
な
い
。
彼
が
『
聊
斎
志
異
』
に
如
何
な
る
魅
力
を

見
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
言
え
ば
、
こ
の
『
病
牀
録
』
の
引
用
文

か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
そ
れ
は
「
空
想
心
を
最
極
度
ま
で
発
揮
せ

る
点
」
と
「
滑
稽
心
を
最
極
度
ま
で
発
揮
せ
る
点
」
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
よ
う
。

原
来
、
独
歩
は
『
東
洋
画
報
』
の
「
怪
談
奇
話
」
コ
ー
ナ
ー
の
一
部

と
し
て
『
聊
斎
志
異
』
の
話
を
訳
し
た
が
、
そ
の
後
「
支
那
物
語
」
を

独
立
し
た
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
作
り
上
げ
る
意
図
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、

『
聊
斎
志
異
』
は
彼
に
と
っ
て
「
支
那
」
の
幻
想
物
語
集
で
あ
っ
た
と

言
え
る
。
そ
の
後
、
『
支
那
奇
談
集
』
に
向
け
て
次
の
よ
う
な
広
告
文

が
打
た
れ
た
。

東
洋
の
文
学
は
自
ら
一
種
の
文
学
な
り
。
就
中
支
那
文
学
の
趣

味
は
西
洋
以
外
別
に
一
天
地
を
為
す
。
我
国
人
は
世
界
の
す
べ
て

の
文
学
を
知
ら
ざ
る
べ
か
ら
ず
、
今
や
西
洋
文
学
は
之
を
猟
渉
し

て
遺
す
所
な
か
ら
ん
と
し
、
却
っ
て
東
洋
の
一
大
文
学
を
忽
諸
に

す
。
（
中
略
）
本
社
は
国
人
に
世
界
の
文
学
の
、
総
て
の
文
学
の

趣
味
を
与
え
ん
と
欲
し
、
支
那
の
文
学
書
中
に
就
い
て
、
最
妙
最

奇
の
好
評
あ
る
物
語
を
抜
粋
し
、
毎
月
一
冊
ず
つ
之
を
刊
行
す
。

絶
奇
の
事
、
絶
妙
の
文
、
人
若
し
之
を
繙
か
ば
必
ず
巻
を
措
く
あ

た
わ
ざ
る
べ
し
。（
）
15
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二
篇
の
文
章
を
合
わ
せ
読
む
な
ら
ば
、
独
歩
ら
は
、
西
洋
文
学
を
あ

ら
か
た
猟
渉
し
終
え
、
そ
こ
に
は
な
い
「
空
想
心
」
と
「
滑
稽
心
」
の

発
露
を
『
聊
斎
志
異
』
等
の
中
国
文
学
に
見
出
し
た
、
と
い
う
こ
と
に

な
る
だ
ろ
う
。

独
歩
は
『
聊
斎
志
異
』
の
持
つ
幻
想
文
学
と
し
て
の
芸
術
性
を
重
ん

じ
て
い
た
。
ゆ
え
に
、
翻
訳
の
際
も
、「
空
想
力
」
と
関
わ
る
部
分
を

丁
寧
に
訳
し
、
更
に
は
補
足
を
行
っ
た
こ
と
さ
え
あ
る
。
例
え
ば
、

「
竹
青
」
の
場
合
、
「
黒
衣
仙
」
と
い
う
新
た
な
題
名
が
付
け
ら
れ
て

お
り
、
原
典
の
「
空
想
力
」
を
反
映
す
る
最
も
重
要
な
道
具
が
強
調
さ

れ
る
。
ま
た
、
魚
生
が
竹
青
か
ら
黒
衣
を
受
け
取
る
場
面
を
以
下
の
よ

う
に
訳
し
た
。

枕
邊
一
袱
，
檢
視
，
則
女
贈
衣
履
并
黑
衣
俱
在
。

「
拙
訳
」：
枕
の
傍
に
一
つ
の
袋
が
あ
っ
た
。
中
に
検
査
す
る
と
、

女
が
贈
っ
た
衣
服
と
靴
、
ま
た
例
の
黒
衣
も
あ
っ
た
。

「
独
歩
訳
」
：
見
る
と
枕
元
に
襆
包
み
が
置
い
て
あ
る
、
中
を
検

め
る
と
竹
青
が
呉
れ
た
黒
い
衣
服
が
入
っ
て
居
る
。

原
文
に
お
い
て
、
竹
青
が
魚
生
に
与
え
た
も
の
は
黒
衣
だ
け
で
は
な

く
、
服
も
靴
も
あ
る
。
恐
ら
く
魚
生
が
帰
り
道
で
着
替
え
る
た
め
に
、

用
意
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
細
か
な
描
写
に
よ
っ
て
、
竹
青
の
優
し

さ
、
夫
婦
の
愛
情
を
表
し
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
の
一
方
、
肝
心
な

黒
衣
は
目
立
た
ず
、
「
黒
衣
」
と
「
服
と
靴
」
の
意
味
も
重
ね
ら
れ
て

い
る
。
独
歩
訳
で
は
「
服
と
靴
」
の
内
容
を
削
除
し
た
。
竹
青
の
優
し

さ
は
少
し
見
え
に
く
く
な
る
も
の
の
、
最
も
重
要
な
道
具
―
―
黒
衣
に

視
線
を
集
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
も
う
一
例
を
あ
げ
た
い
。

因
潛
出
黑
衣
著
之
，
翕
然
淩
空
，
經
兩
時
許
已
達
漢
水
，
（
省

略
）
竹
青
出
，
命
婢
嫗
為
緩
結
，
覺
毛
羽
劃
然
盡
脫
。

「
拙
訳
」
：
魚
は
潜
ん
で
黒
衣
を
出
し
て
着
て
、
速
く
空
を
飛
ん

だ
。
二
時
間
ぐ
ら
い
が
経
っ
て
、
漢
江
に
着
い
た
。
（
中
略
）
竹

青
は
出
て
き
て
、
下
女
た
ち
に
魚
の
羽
衣
を
脱
い
で
く
れ
る
と
命

じ
た
。
魚
は
羽
が
体
か
ら
全
部
脱
落
し
た
と
感
じ
た
。

「
独
歩
訳
」
：
早
速
黒
い
衣
服
を
出
し
て
着
る
と
、
ふ
わ
り
と
身

は
空
中
に
浮
び
、
何
時
か
生
え
た
翼
を
振
っ
て
、
漢
江
さ
し
て
飛

ん
で
往
っ
た
。
二
時
間
も
經
ぬ
間
に
漢
江
に
着
い
た
の
で
、
（
中

略
）
竹
青
は
出
て
迎
え
、
先
づ
女
中
に
命
じ
て
羽
翼
を
脱
が
す
と
、

見
る
ま
に
毛
が
消
え
て
一
枚
の
黒
衣
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

文
脈
に
よ
れ
ば
、
黒
衣
を
着
る
と
魚
に
翼
が
生
え
、
烏
と
な
る
の
だ
が
、

「
王
本
」
で
は
魚
の
烏
の
姿
を
書
い
て
い
な
い
。
ゆ
え
に
、
魚
が
人
間

の
姿
の
ま
ま
で
、
空
で
飛
ん
で
い
る
と
い
う
誤
読
も
生
じ
か
ね
な
い
。
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そ
れ
に
対
し
て
、
独
歩
訳
は
翼
を
生
じ
て
飛
ぶ
、
羽
衣
が
黒
衣
に
復
旧

す
る
な
ど
の
描
写
を
書
き
加
え
た
。
文
章
が
首
尾
一
貫
し
た
も
の
と
な

る
と
と
も
に
、
物
語
に
お
い
て
人
が
鳥
に
変
身
す
る
不
思
議
さ
が
強
調

さ
れ
た
。

『
聊
斎
志
異
』
に
託
さ
れ
た
作
者
蒲
松
齢
の
人
生
に
対
す
る
感
懐
を

十
分
に
捉
え
な
か
っ
た
が
、
独
歩
訳
は
原
典
の
漢
詩
や
難
解
な
字
句
を

減
ら
し
、
さ
ら
に
加
筆
を
加
え
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
原
典
の
思
想
は

全
て
が
表
現
さ
れ
ず
損
な
わ
れ
た
が
、
そ
の
ス
ト
ー
リ
ー
の
面
白
さ
を

知
識
人
だ
け
で
は
な
く
一
般
人
に
も
伝
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特

に
、
彼
が
使
っ
た
「
王
本
」
に
は
誤
字
が
あ
り
、
文
章
の
通
り
が
よ
く

な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
。
通
っ
て
い
な
い
文
章
に
対
し
て
、
独
歩
は
自
分

の
言
葉
で
添
削
を
施
し
た
。
例
え
ば
、
竹
青
が
子
供
を
産
む
時
の
、
魚

生
と
の
対
話
で
あ
る
。

生
戲
問
曰
：
「
胎
生
乎
？
卵
生
乎
？
」
女
曰
：
「
妾
今
為
神
，
則
皮

骨
已
硬
，
應
與
昔
異
。」

「
拙
訳
」
：
生
は
冗
談
に
聞
く
：
「
胎
生
で
す
か
？
卵
生
で
す

か
？
」
女
が
曰
く
：
「
わ
た
く
し
は
今
神
で
あ
る
か
ら
、
皮
と
骨

が
す
で
に
硬
く
な
り
、
昔
と
違
う
は
ず
で
す
。」

「
独
歩
訳
」：
「
わ
た
く
し
は
今
で
は
神
仙
の
身
の
上
で
す
か
ら
昔

の
鳥
と
は
違
っ
て
居
ま
す
」
と
答
え
た
。

胎
生
あ
る
い
は
卵
生
の
問
題
は
、
体
が
硬
い
か
ど
う
か
と
は
関
係
な

い
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
た
め
「
皮
と
骨
が
す
で
に
硬
く
な
り
」
は
魚
の

問
い
に
対
す
る
答
え
に
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。（
「
青
本
」
に
よ
れ
ば
、

こ
の
「
硬
」
は
誤
字
で
あ
り
、
本
来
が
「
更
」、「
変
わ
る
」
と
い
う
意

味
で
あ
る
。
）
こ
れ
を
そ
の
ま
ま
直
訳
す
れ
ば
、
文
章
は
誤
解
を
生
む

も
の
と
な
り
か
ね
な
い
。
独
歩
訳
で
は
こ
の
フ
レ
ー
ズ
を
削
除
す
る
こ

と
に
よ
り
、
文
章
の
通
り
が
よ
く
な
っ
て
い
る
。

独
歩
以
前
の
『
聊
斎
志
異
』
の
翻
訳
に
つ
い
て
は
、
日
本
最
初
の

『
聊
斎
志
異
』
訳
本
で
あ
り
、「
王
桂
庵
」「
細
柳
」「
寄
生
」「
恒
娘
」

「
五
通
」
と
い
う
五
篇
を
擬
古
文
体
で
訳
し
た
神
田
民
衛
の
『
艶
情
異

史

:

聊
斎
志
異
抄
録
』（
明
進
堂
、
一
八
八
七
年
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。

選
ば
れ
た
話
は
全
部
男
女
の
恋
愛
に
関
わ
る
も
の
で
あ
り
、
題
名
の
示

し
て
い
る
通
り
「
艶
情
」
に
ま
つ
わ
る
も
の
し
か
収
録
さ
れ
な
い
。
こ

の
よ
う
な
選
出
が
な
さ
れ
た
背
景
に
は
、
江
戸
時
代
以
来
、
中
国
明
代

の
『
剪
灯
新
話
・
牡
丹
燈
記
』
を
代
表
と
し
て
人
間
と
幽
霊
の
恋
愛
事

情
を
描
い
た
怪
異
と
艶
情
に
溢
れ
た
話
の
受
容
か
ら
の
影
響
が
大
き
か

っ
た
。
『
艶
情
異
史
』
は
正
に
こ
の
傾
向
を
反
映
し
て
お
り
、
こ
の
意

味
で
、
『
聊
斎
志
異
』
の
訳
本
で
あ
り
つ
つ
も
『
牡
丹
燈
記
』
の
受
容

の
末
端
に
も
あ
た
る
と
言
え
る
。
そ
れ
に
対
し
独
歩
訳
は
『
艶
情
異

史
』
や
『
牡
丹
燈
記
』
と
明
ら
か
に
区
別
さ
れ
る
。
独
歩
の
訳
し
た
四

篇
は
男
女
恋
愛
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
知
遇
の
恩
（
「
石
清
虚
」
）
、
人

情
（
「
姉
妹
」）
に
関
す
る
話
も
あ
る
。
男
女
恋
愛
を
描
く
「
黒
衣
仙
」
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に
関
し
て
も
、
上
部
で
考
察
し
た
よ
う
に
、
独
歩
訳
の
働
き
に
よ
っ
て
、

原
典
の
恋
愛
事
情
よ
り
空
想
的
な
要
素
の
方
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い

る
。
独
歩
が
『
聊
斎
志
異
』
の
典
型
的
な
話
柄
と
見
な
さ
れ
て
い
た

「
艶
情
」
よ
り
、
『
聊
斎
志
異
』
の
幻
想
性
の
方
に
傾
倒
し
て
い
た
こ

と
は
明
ら
か
で
あ
る
。

独
歩
訳
以
後
、
一
九
〇
五
年
に
近
事
画
報
社
か
ら
出
版
さ
れ
た
『
新

古
文
林
』
で
の
蒲
原
有
明
訳
『
聊
斎
志
異
』
八
篇
（

）

も
、
男
女
恋
愛

16

を
描
い
た
「
香
玉
」
以
外
は
全
て
、
幻
想
性
に
富
ん
だ
短
編
で
あ
る
。

ま
た
、
『
支
那
奇
談
集
』
に
収
め
ら
れ
た
『
聊
斎
志
異
』
と
『
子
不

語
』
も
、
珍
聞
怪
談
に
類
す
る
も
の
が
多
く
、
題
材
は
男
女
恋
愛
の
枠

か
ら
大
き
く
逸
脱
し
て
い
る
。
つ
ま
り
独
歩
訳
に
よ
っ
て
、
『
聊
斎
志

異
』
は
知
識
人
た
ち
に
賞
玩
さ
れ
る
艶
情
な
も
の
で
は
な
く
な
り
、
通

俗
的
な
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
と
し
て
訳
さ
れ
る
と
と
も
に
愛
読
さ
れ
、
大
衆

に
も
親
し
み
や
す
い
中
国
の
幻
想
物
語
集
と
し
て
日
本
側
に
受
け
入
れ

ら
れ
つ
つ
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

注
（

）
藤
田
祐
賢
「
「
聊
斎
志
異
」
の
一
側
面

―
特
に
日
本
文
学
と
の
関
係

1に
お
い
て
」（
慶
応
義
塾
創
立
百
年
論
文
集
、
一
九
五
八
年
）

（

）
大
賀
順
治
編
集
、
近
事
画
報
社
出
版
、
単
行
本
の
体
裁
で
月
一
回
発

2行
、
計
三
編
。

（

）
磯
部
祐
子
「
江
戸
時
代
に
お
け
る
『
聊
斎
志
異
』
の
受
容:

『
蛠
洲
餘

3

珠
』
を
例
に
」
、『
富
山
大
学
人
文
学
部
紀
要
』、
二
〇
一
六
年
。

（

）
一
七
六
六
年
、
浙
江
杭
州
、
趙
起
杲
、
鮑
廷
博
等
編
集
、
刻
印
、
総

4計
十
六
巻
、
四
三
一
篇
、
木
印
。

（

）
邦
訳
本
と
翻
案
の
状
況
は
、
常
石
茂
「
解
説

―
蒲
松
齢
と
『
聊
斎

5志
異
』
」
（
増
田
渉
・
松
枝
茂
夫
、
常
石
茂
訳
『
中
国
怪
異
譚

聊
斎
志

異
』
第
一
巻
、
平
凡
社
、
二
〇
〇
九
年
―
二
〇
一
〇
年
）、
藤
田
祐
賢
「
解

説
」（
増
田
渉
・
松
枝
茂
夫
・
藤
田
祐
賢
・
大
村
梅
雄
訳
『
中
国
古
典
文
学

全
集

聊
斎
志
異
（
上
）』、
平
凡
社
、
一
九
五
八
年
）
に
参
考
す
る
。

（

）
一
七
六
七
年
、
山
東
省
長
山
県
刻
印
、
王
金
範
（
原
長
山
県
令
）
編

6集
、
総
計
十
八
巻
、
二
六
七
篇
、
木
印
。

（

）
『
聊
斎
志
異
』
の
英
訳
に
つ
い
て
、
一
説
に
よ
る
と
、
「
種
梨
」
「
罵

7鴨
」
の
二
篇
が
ア
メ
リ
カ
の
宣
教
師S

a
m
u
e
l
W
e
l
l
W
i
l
l
i
a
m
s

に
よ
っ
て

翻
訳
さ
れ
、
彼
の
著
書T

h
e
M
i
d
d
l
e
K
i
n
g
d
o
m

（
一
八
四
八
年
）
に
収
録

さ
れ
た
の
が
『
聊
斎
志
異
』
の
初
訳
で
あ
る
。
ま
た
、『
聊
斎
志
異
』
の
選

訳
書
と
し
て
は
、
一
八
八
〇
年
にH

e
b
e
r
t
A
l
l
e
n
G
i
l
l
s

に
よ
っ
て
出
版

さ
れ
たS

t
r
a
n
g
e
S
t
o
r
i
e
s
f
r
o
m
a
C
h
i
n
e
s
e
S
t
u
d
i
o

が
あ
る
。
い
ず

れ
も
、
底
本
に
「
青
本
」
を
用
い
て
い
る
と
言
わ
れ
る
。「
青
本
」
は
、
欧

米
に
お
け
る
『
聊
斎
志
異
』
の
受
容
史
で
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た

の
で
あ
る
。
朱
振
武
、
楊
世
祥
「
「
聊
齋
誌
異
」
在
英
語
世
界
的
百
年
傳
播

（
一
八
四
二
―
一
九
四
九
）
」（
『
蒲
松
齡
研
究
』
一
月
号
、
蒲
松
齢
記
念
館
、

二
〇
一
五
年
）
を
参
照
。

（

）『
世
界
と
日
本
』、
帝
塚
山
学
院
大
学
、
一
九
九
二
年
三
月
。

8
（

）
角
川
学
芸
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
。

9
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（

）
黒
岩
比
佐
子
は
、
蒲
原
有
明
と
斉
藤
弔
花
の
証
言
を
引
用
し
、
矢
野

10龍
渓
が
帰
朝
後
（
一
八
九
九
年
末
）
熱
心
に
国
木
田
独
歩
に
『
聊
斎
志

異
』
を
薦
め
た
こ
と
、
ま
た
、
翌
年
独
歩
の
机
の
上
に
『
聊
斎
志
異
』
が

何
冊
か
置
か
れ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
。

（

）
乾
隆
乙
已(
一
七
八
五)

年
郁
文
堂
重
刻
本
が
あ
る
。
ま
た
、
光
绪
年

11間
、
王
毓
英
は
『
聊
斎
志
異
新
本
』
と
改
題
し
、
重
刻
本
を
出
し
た
。

（

）『
編
集
者
国
木
田
独
歩
の
時
代
』、
角
川
学
芸
、
二
〇
〇
七
年
十
二
月
。

12
（

）
青
本
」
系
の
「
王
桂
庵
」
に
付
さ
れ
た
呂
湛
恩
の
注
釈
は
「
群
芳
譜

13：
合
歡
一
名
合
昏
、
一
名
青
棠
、
一
名
夜
合
」
と
い
い
、
ま
た
、
孟
繁
海
、

孟
原
注
『
王
刻
聊
斎
志
異
校
注
』（
斎
魯
書
社
、
一
九
八
八
年
十
月
）
に
お

い
て
「
夜
合
」
の
注
釈
は
「
夜
合
花
、
又
稱
馬
櫻
花
」
と
も
い
う
。

（

）
国
木
田
独
歩
『
病
牀
録
』
。
『
定
本
国
木
田
独
歩
全
集
』
第
九
巻
、
学

14

習
社
、
一
九
七
八
年
。

（

）『
支
那
奇
談
集
』
の
広
告
の
引
用
は
黒
岩
比
佐
子
『
編
集
者
国
木
田
の

15時
代
』（
角
川
学
芸
、
二
〇
〇
七
年
）
を
参
照
し
た
。

（

）
『
新
古
文
林
』
第
一
巻
第
一
号
の
「
香
玉
」
、
第
五
号
の
「
木
彫
美

16人
」「
橘
樹
」「
蛙
曲
」「
鼠
戯
」「
戯
縊
」「
諸
城
某
甲
」「
紅
毛
毡
」。

【
付
記
】
本
稿
は
日
本
比
較
文
学
会
第
五
十
一
回
関
西
大
会
（
二
〇
一
五
年

十
一
月
二
十
八
日
、
於
大
阪
大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
国
木
田
独
歩

訳
の
『
聊
斎
志
異
』」
の
内
容
を
も
と
に
増
補
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。

（
ち
ん
ち
ょ
う
が
い
／
本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）


